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高 佑 会●常任委員会（平成27年５月19日現在）
（議案等を詳しく審査するために設置され、各議員は必ずいずれかの委員会に属しています。任期は２年です。）

・総務教育
委 員 長 工藤 和行 副委員長 今 大介 委 員 福士 幸雄
委 員 村上 啓二 委 員 佐々木 隆 委 員 髙橋美紀子

・経済建設
委 員 長 大溝 雅昭 副委員長 三上 廣大
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●議会運営委員会（平成27年５月19日現在）
（議会運営に関する事項を調整する委員会で、議長の諮問に応じ諸々の問題を協議します。任期は２年です。）
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平成27年第１回定例会の概要

第１回定例会の議決結果と各会派の賛否一覧（○は賛成、●は反対）

黒 石 市 議 会 だ よ り（3）平成27年７月１日

平成27年第１回定例会は、３月４日から３月18日までの15日間にわたって開かれ、市長提出の９報告・
53議案、議員提出の１議案を、慎重な審議の上、いずれも原案どおり承認・報告・同意・可決しました。
また３月４日には、全議員で構成される予算特別委員会が設置され、委員長に工藤俊広委員、副委員長に
大溝雅昭委員を選任し、平成27年度一般会計、各特別会計、各事業会計、各財産区会計予算の審査を行いま
した。

平成27年度黒石市一般会計予算に対する討論

反対の１つは、安倍政権の新成長戦略が
色濃く本予算にも反映されているというこ
とであります。消費税増税、福祉、介護、医
療の国庫負担を削って、サービスの低下や
負担増が繰り返され、このことが市民の生
活にも影響を与えているというようなこと
が１つであります。
２つ目は、市民の要望がくみ取られてい

ないということであります。予算の中で評
価できる内容や施策も多々ありますが、財
政再建のため16年間市民サービスを削って
負担を強いてきた分、市財政が好転してき
た今だからこそ少しでも市民サービスを向
上させるべきであると考えます。例として、
子供の医療費無料化の対象年齢引き上げ、
学校給食の問題、ごみ袋の値下げ、除排雪対
策の強化など、これらの市民の要望がくみ
取られていないということで、平成27年度
黒石市一般会計予算に反対するものであり
ます。

反対討論
第２の夕張と騒がれて以来、暗く重い空

気の中、新年度もまた市長の30％を先頭に
職員・議員の報酬削減、そして市民の協力の
もと、目標ただ１つ、笑顔あふれるふるさと
黒石を目指し、限りなき市民の幸せを願い
走り続け、ゴールのテープは近づいており
ます。
そんな中の新年度予算、財政調整基金を

取り崩しているものの、財政健全化に向け
ての計画的なものであり、その取り組みも
着実に進展し、いよいよ成果が現れるとこ
ろであります。依然として厳しい財政環境
が続く中での市民サービスを後退させるこ
となく実施しながら必要な社会資本の整備
などが盛り込まれており、評価できるもの
と思っております。また、新市長のもと新
しい事業を初めとして、創意と工夫が感じ
取られ、市民の福祉など向上が期待できる
ことから平成27年度黒石市一般会計予算に
賛成するものであります。

賛成討論

賛成多数により原案可決

番 号 会 派 名
件 名

自民・公明
ク ラ ブ

黒 石 市 民
ク ラ ブ

日 本
共 産 党 議 決 結 果

議案第１号 黒石市行政手続条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第２号 黒石市ふるさと基金条例を廃止する条例制定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第３号 黒石市人づくり基金条例制定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第４号 黒石市教育委員会教育長の勤務時間等に関する条例制定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第５号
〜

議案第８号

黒石市議会委員会条例、黒石市特別職報酬等審議会条例、黒
石市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例、黒石市
教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部を改正する
条例制定について

○ ○ ○ 原案可決

議案第９号 黒石市特別職の職員の給料等に関する条例等の一部を改正
する条例制定について ○ ○ ○ 原案可決
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番 号 会 派 名
件 名

自民・公明
ク ラ ブ

黒 石 市 民
ク ラ ブ

日 本
共 産 党 議 決 結 果

議案第10号 黒石市一般職職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第11号
〜

議案第13号

黒石市一般職職員の給与の特例に関する条例、黒石市上下水
道事業職員の給与の種類及び基準に関する条例、黒石市国民
健康保険黒石病院企業職員の給与の種類及び基準に関する条
例の一部を改正する条例制定について

○ ○ ○ 原案可決

議案第14号 黒石市保育の実施に関する条例を廃止する条例制定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第15号
黒石市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定
介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法
に関する基準等を定める条例制定について

○ ○ ○ 原案可決

議案第16号 黒石市地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を
定める条例制定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第17号 黒石市介護保険条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ● 原案可決
(起立多数)

議案第18号
〜

議案第23号

黒石市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運
営に関する基準を定める条例、黒石市指定地域密着型介護
予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域
密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な
支援の方法に関する基準を定める条例、黒石市工場等設置
奨励条例、黒石市立黒石幼稚園保育料等徴収条例、黒石市立
学校設置条例、黒石市立武道場条例の一部を改正する条例
制定について

○ ○ ○ 原案可決

議案第24号 青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体数の
減少及び青森県市町村職員退職手当組合規約の変更について ○ ○ ○ 原案可決

議案第25号 市道の路線認定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第26号 市道の路線廃止について ○ ○ ○ 原案可決

議案第27号 固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ 同 意

議案第28号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ○ ○ ○ 同 意

議案第29号 平成26年度黒石市一般会計補正予算（第14号） ○ ○ ○ 原案可決

議案第30号 平成26年度黒石市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ 原案可決

議案第31号 平成26年度黒石市介護保険特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ 原案可決

議案第32号 平成26年度黒石市南中野財産区会計予算 ○ ○ ○ 原案可決

議案第33号 平成27年度黒石市一般会計予算 ○ ○ ● 原案可決
(起立多数)

議案第34号 平成27年度黒石市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ● 原案可決
(起立多数)

議案第35号 平成27年度黒石市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ 原案可決

議案第36号 平成27年度黒石市姥懐霊園墓地特別会計予算 ○ ○ ○ 原案可決

議案第37号 平成27年度黒石市介護保険特別会計予算 ○ ○ ● 原案可決
(起立多数)

議案第38号
〜

議案第42号

平成27年度黒石市観光施設事業、黒石市簡易水道、黒石市温
泉供給事業、黒石市農業集落排水事業、黒石市土地取得特別
会計予算

○ ○ ○ 原案可決

議案第43号
〜

議案第45号

平成27年度黒石市国民健康保険黒石病院事業、黒石市水道事
業、黒石市下水道事業会計予算 ○ ○ ○ 原案可決

議案第46号
〜

議案第51号

平成27年度黒石市中川財産区、黒石市上十川財産区、黒石市
追子野木財産区、黒石市温湯財産区、黒石市袋財産区、黒石
市南中野財産区会計予算

○ ○ ○ 原案可決

議案第52号 平成26年度黒石市一般会計補正予算（第15号） ○ ○ ○ 原案可決

議案第53号 副市長の選任について ○ ○ ○ 同 意

議 員 提 出
議案第１号

黒石市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例制定について ○ ○ ○ 原案可決



平成27年第１回臨時会の概要

第１回臨時会の報告・議決結果と各会派の賛否一覧（○は賛成、●は反対）

黒 石 市 議 会 だ よ り（5）平成27年７月１日

平成27年第１回臨時会は５月19日に開かれ、市長提出の13報告・５議案、議員提出の１議案を慎重な審
議の上、いずれも原案どおり承認・報告・同意・可決しました。
各議案の議決結果と各会派の賛否一覧は下記をご覧ください。
また、議員改選に伴い議長･副議長の選挙が行われた他、各常任委員会委員・議会運営委員会委員の改
選、２つの特別委員会の設置、広域連合・一部事務組合議会議員の選挙が行われました。各委員会の委員
長・副委員長・委員及び広域連合・一部事務組合議会議員は２ページのとおりとなっています。
議長の選挙は、北山一衛議員９票、佐々木隆議員６票、工藤禎子議員１票となり、北山一衛議員が当選
し、議長に就任しました。
副議長の選挙は、工藤俊広議員10票、工藤和子議員５票、工藤禎子議員１票となり、工藤俊広議員が当
選し、副議長に就任しました。

番 号 会 派 名
件 名

自民・公明
ク ラ ブ

黒石市民
ク ラ ブ

日 本
共産党 高佑会 新政会 議決結果

報告第10号 平成26年度黒石市農業集落排水事業特別会計補正予算
（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

報告第11号 平成26年度黒石市下水道事業会計補正予算（第２号）に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

報告第12号 黒石市税条例等の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

報告第13号 黒石市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定に
ついて ○ ○ ● ○ ○ 承 認

(起立多数）

報告第14号 平成26年度黒石市一般会計補正予算（第16号）について ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

報告第15号 平成26年度黒石市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
について ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

報告第16号 平成26年度黒石市介護保険特別会計補正予算（第５号）
について ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

報告第17号 平成26年度黒石市観光施設事業特別会計補正予算（第２
号）について ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

報告第18号 平成26年度黒石市簡易水道特別会計補正予算（第３号）
について ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

報告第19号 平成26年度黒石市国民健康保険黒石病院事業会計補正予
算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

報告第20号 平成26年度黒石市水道事業会計補正予算（第４号）につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

報告第21号 平成26年度黒石市下水道事業会計補正予算（第３号）に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

報告第22号 権利の放棄について ○ ○ ○ ○ ○ 報 告

議案第54号 松の湯交流館条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第55号 黒石市附属機関の設置に関する条例の一部を改正する
条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第56号 平成27年度黒石市姥懐霊園墓地特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第57号 平成27年度黒石市温泉供給事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第58号 監査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ 同 意

議 員 提 出
議案第２号

黒石市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
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ベ
ラ
･バ
ー
ド
に
関
す
る

市
内
観
光
コ
ー
ス
は
作
れ
な
い
か
。

黒
石
観
光
協
会
な
ど
と
可
能

性
を
研
究
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

平
成
26
年
９
月
に
、
小
・
中

学
校
の
適
正
配
置
の
方
針
一
部
見

直
し
案
を
公
表
し
、
10
月
の
一
般

質
問
で
地
域
へ
の
説
明
会
を
行
う

と
答
弁
し
た
が
、
現
状
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

市
校
長
会
や
連
絡
協
議
会
、

市
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会
な
ど
で
経

緯
と
方
向
性
を
説
明
し
、
市
報
で

周
知
を
図
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
平
成
30
年
度
統
合

予
定
の
六
郷
小
と
上
十
川
小
、
統

合
年
度
前
倒
し
を
検
討
し
た
東
英

中
の
学
区
説
明
会
を
重
点
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

私
見
で
は
あ
る
が
、
追
子
野

木
小
学
区
に
浅
瀬
石
小
学
区
、
さ

ら
に
は
学
区
を
見
直
し
、
例
え
ば

袋
井
町
を
加
え
、
給
食
設
備
も
あ

る
追
子
野
木
小
学
校
を
活
か
し
て

は
ど
う
か
。
方
針
に
つ
い
て
は
こ

れ
ま
で
も
見
直
し
し
た
経
緯
も
あ

り
柔
軟
に
考
え
て
は
。

指
摘
を
受
け
と
め
つ
つ
も
、

教
育
委
員
会
の
方
針
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
地
区
に
出
向
い
て
説
明
し
、

理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

黒
石
米
活
用
検
討
実
験
事
業

の
内
容
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。以

前
、「
黒
石
米
」
と
し
て
好

評
を
得
て
い
た
旧
青
森
県
奨
励
品

種
を
試
験
栽
培
し
、
試
食
検
討
会

と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
寿
司
米

と
し
て
の
可
能
性
を
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
す
る
も
の
で
す
。
青
森
県
産

業
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら
苗
の
提
供

を
受
け
、
栽
培
管
理
を
委
託
し
、

試
食
会
や
食
味
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
需
要
調
査
を
行
い
ま
す
。

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
御
訪

問
を
Ｐ
Ｒ
し
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

で
の
宣
伝
や
贈
答
用
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
へ
の
印
刷

な
ど
、
黒
石
り
ん
ご
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

り
ん
ご
産
業
の
発
展
は
、
農

業
の
活
性
化
に
直
結
す
る
た
め
、

「
一
般
的
な
常
識
の
範
囲
で
あ
れ

ば
、
御
訪
問
を
Ｐ
Ｒ
し
て
問
題
な

い
。
商
業
的
な
目
的
の
使
用
は
困

る
。」
と
の
宮
内
庁
の
回
答
を
踏

ま
え
、Ｐ
Ｒ
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

県
道
畑
中
竹
鼻
線
バ
イ
パ
ス

建
設
の
現
状
と
計
画
は
。

平
成
26
年
度
は
大
鰐
浪
岡
線

と
の
交
差
点
部
分
の
拡
幅
整
備
の

た
め
の
詳
細
設
計
調
査
、
27
年
度

は
拡
幅
に
必
要
な
部
分
の
用
地
測

量
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

健
康
長
寿
市
対
策
の
定
期
的

な
検
証
と
結
果
の
公
表
は
ど
の
よ

う
に
行
う
の
か
。

平
均
寿
命
は
平
成
12
年
か
ら

22
年
ま
で
で
、
男
性
は
２
歳
、
女

性
は
２
・
８
歳
の
伸
び
が
見
ら
れ
、

こ
れ
は
全
国
平
均
の
伸
び
よ
り
も

大
き
な
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
黒
石
市
健
康
都
市
宣
言

市
民
の
集
い
」
で
行
政
と
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
短
命
市
返
上
の
た

め
活
動
を
す
る
こ
と
を
宣
言
し
ま

し
た
。
今
後
も
短
命
市
返
上
の
活

動
を
続
け
、
定
期
的
に
検
証
し
市

報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
結
果

を
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

浅
瀬
石
・
袋
線
を
観
光
施
設

ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
整
備
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

平
成
23
年
度
か
ら
舗
装
補
修

工
事
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も

継
続
し
て
舗
装
補
修
工
事
を
進
め

て
い
く
予
定
で
す
。

観
光
り
ん
ご
園
の
施
設
整
備

を
し
て
は
ど
う
か
。

施
設
等
に
つ
い
て
は
老
朽

化
も
進
ん
で
い
ま
す
が
、
必
要
な

修
繕
等
に
つ
い
て
は
、
園
地
所
有

者
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
使
用
期
間
を
含
め

た
管
理
体
制
、
整
備
、
観
光
Ｐ
Ｒ

等
に
つ
い
て
、
所
有
者
も
含
め
、

今
後
協
議
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。遊

休
農
地
へ
の
対
応
は
。

対
策
に
つ
い
て
は
、
遊
休
農

地
解
消
に
関
す
る
事
業
の
活
用

や
、
遊
休
農
地
再
生
利
用
者
と
地

黒 石 市 議 会 だ よ り 平成27年７月１日（6）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

黒
石
ナ
ナ
子
議
員

（
一
括
方
式
）

平成27年度健康都市を宣言

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

工
藤

和
行
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

黒
石
市
民
ク
ラ
ブ

佐
々
木

隆
議
員

（
一
括
方
式
）

黒
石
市
民
ク
ラ
ブ

工
藤

和
子
議
員

（
一
括
方
式
）

黒
石
市
民
ク
ラ
ブ

後
藤

秀
憲
議
員

（
一
括
方
式
）



権
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
で
流
動
化
や

再
生
利
用
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
今
後
も
国
、
県
と

連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
施
策

を
活
用
し
な
が
ら
、
遊
休
農
地
の

解
消
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

自
治
体
首
長
の
権
限
を
強
化

す
る
地
方
教
育
行
政
改
正
が
４
月

１
日
よ
り
施
行
さ
れ
る
が
、
ど
う

変
わ
る
の
か
。

教
育
委
員
長
と
教
育
長
を
一

本
化
し
、
新
教
育
長
は
市
長
が
議

会
の
同
意
を
得
て
任
命
し
ま
す
。

在
任
中
の
教
育
長
は
任
期
満
了
ま

で
在
職
し
ま
す
。
市
長
の
権
限
と

し
て
総
合
教
育
会
議
を
招
集
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

駅
前
に
設
置
す
る
観
光
案
内

所
の
内
容
は
。
駅
前
を
観
光
の
玄

関
と
し
て
整
備
す
る
計
画
は
あ
る

の
か
。弘

南
鉄
道
前
の
空
き
事
務
所

で
、
夏
祭
り
の
時
期
と
な
る
７
月

を
営
業
開
始
時
期
と
し
て
準
備
を

進
め
ま
す
。
予
算
は
事
業
を
請
け

負
っ
て
も
ら
う
団
体
へ
補
助
金
と

し
て
交
付
し
ま
す
。
観
光
客
に
対

す
る
的
確
な
観
光
案
内
の
他
、
電

話
で
の
問
い
合
わ
せ
対
応
、
イ
ベ

ン
ト
情
報
の
提
供
、
発
信
を
考
え

て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
駅
前
の

整
備
の
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
民
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー

ル
だ
け
の
再
開
は
。

部
分
再
開
と
い
う
こ
と
で
細

部
に
わ
た
り
試
算
を
し
ま
し
た

が
、
共
有
部
分
の
屋
根
の
防
水
、

給
排
水
、
冷
暖
房
等
の
施
設
整
備

や
多
目
的
ホ
ー
ル
吊
天
井
な
ど
の

費
用
が
か
か
る
こ
と
と
、
工
事
後

に
再
開
し
た
と
し
て
も
維
持
管
理

費
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
多
目
的
ホ
ー
ル
だ

け
の
再
開
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

市
民
文
化
会
館
図
書
室
だ
け

の
再
開
は
。

こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
も
、

共
有
部
分
の
改
修
工
事
費
が
か
か

る
こ
と
な
ど
か
ら
図
書
室
の
み
の

再
開
は
で
き
な
い
と
判
断
し
ま

し
た
。ふ

る
さ
と
納
税
に
特
典
導
入

の
考
え
は
な
い
か
。

特
典
の
導
入
も
含
め
全
職
員

に
意
見
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
５
件

ほ
ど
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後

は
、
返
礼
品
も
含
め
黒
石
独
自
の

も
の
が
で
き
な
い
か
検
討
す
る
と

と
も
に
、
実
効
性
の
あ
る
も
の
を

作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

市
の
財
源
確
保
の
一
つ
と
し

て
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
は
、
市

の
財
源
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
メ

リ
ッ
ト
の
あ
る
制
度
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
県
や
他
自
治
体

の
状
況
等
を
調
査
し
、
当
市
で
の

制
度
導
入
を
前
向
き
に
検
討
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

人
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

黒
石
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
出

場
助
成
事
業
の
内
容
は
。

近
年
、
本
市
で
も
文
化
サ
ー

ク
ル
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
お
よ
び

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
、
学
校
部
活

動
以
外
で
の
活
動
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
本
市
で
は
、
学
校
部
活
動

に
対
す
る
助
成
は
あ
る
も
の
の
、

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
へ
の
助
成
が

あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
事
業
は
制

度
を
新
設
し
、
県
外
開
催
の
大
会

に
出
場
す
る
児
童
生
徒
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
１
人
に
つ
き
５

千
円
の
助
成
を
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

青
天
の
霹へ

き

靂れ
き

に
つ
い
て
、
本

市
の
作
付
け
地
域
と
作
付
け
予
定

面
積
は
。

本
市
は
全
域
が
作
付
け
の
対

象
で
、
作
付
け
予
定
面
積
は
約
１

１
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま

す
。
青
天
の
霹
靂
は
生
産
者
の
登

録
制
を
採
用
し
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
、
市
内
の
農
家
が
よ
り
多
く

生
産
対
象
者
と
な
る
よ
う
、
県
の

指
導
の
も
と
諸
団
体
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
情
報
の
周
知
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

人
口
減
少
を
食
い
と
め
る
た

め
、
若
者
定
住
の
施
策
を
策
定
す

べ
き
で
は
。

さ
ま
ざ
ま
な
定
住
対
策
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
人
口
減

少
の
歯
止
め
に
は
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。
平
成
27
年
度
中
に
、
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
お
よ
び
総
合
戦
略
を
策
定

す
る
計
画
で
す
が
、
そ
の
中
に
お

い
て
は
、
国
の
４
つ
の
基
本
目
標

の
中
で
も
安
定
し
た
雇
用
を
創
出

す
る
こ
と
が
若
者
定
住
策
の
一
番

の
柱
と
考
え
て
い
ま
す
。
外
部
の

有
識
者
、議
員
か
ら
も
話
を
聞
き
、

作
業
を
進
め
ま
す
。

超
高
齢
化
が
進
み
、
老
後
不

安
の
諸
問
題
が
発
生
し
て
い
る
が

今
後
の
町
内
会
な
ど
の
支
援
活
動

対
策
は
。

平
成
29
年
度
か
ら
、
高
齢
者

が
交
流
す
る
サ
ロ
ン
を
各
地
区
公

民
館
に
開
設
予
定
で
す
。
高
齢
者

の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
昼
食
を
食
べ

た
り
、
介
護
予
防
等
が
で
き
る
よ

う
な
事
業
を
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

地
方
創
生
の
地
域
消
費
喚

起
・
生
活
支
援
型
に
つ
い
て
。
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
内
容
と
時

期
は
。「

笑
品
券
」
と
し
て
額
面
１

万
３
千
円
の
商
品
券
を
１
万
円

で
、
子
供
が
３
人
以
上
い
る
多
子

世
帯
に
は
９
千
円
で
販
売
予
定
で

す
。
福
祉
商
品
券
は
１
万
２
千
円

分
を
給
付
予
定
で
す
。
６
月
を
め

ど
に
調
整
し
て
お
り
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

総
合
戦
略
へ
の
取
り
組
み
が

本
格
化
し
て
い
る
が
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
。

若
手
職
員
の
施
策
提
案
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
中
心
に
戦
略
の

検
討
を
行
い
、
作
業
を
進
め
ま
す
。
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地
方
創
生
に
つ
い
て
、
平
成

27
年
度
の
事
業
内
容
は
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発

売
、
福
祉
商
品
券
の
給
付
事
業
、

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
、
観
光

案
内
所
の
設
置
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。地

方
創
生
に
つ
い
て
重
要
課

題
は
。５

年
後
を
め
ど
に
、
自
主
財

源
の
確
保
、
経
営
出
来
る
黒
石
に

成
長
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
為
に
は
、
雇
用
の
創
出
が
最

も
重
要
で
あ
り
、
現
在
あ
る
企
業

の
設
備
投
資
の
拡
大
や
農
業
の

産
業
化
な
ど
が
今
後
の
取
り
組

む
課
題
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
も
義
務

教
育
の
医
療
費
無
料
化
な
ど
も

念
頭
に
置
き
な
が
ら
自
主
財
源

の
確
保
が
重
要
な
課
題
と
な
る

と
考
え
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
は
。

市
内
小
学
校
２
校
へ
の
太
陽

光
発
電
パ
ネ
ル
設
置
導
入
を
実
施

し
ま
す
。
市
内
全
域
の
防
犯
灯
を

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
取
り
組
み
と

し
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
早
期
に
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

財
政
運
営
に
つ
い
て
、
今
後

の
経
常
収
支
比
率
、
実
質
公
債
費

比
率
等
の
見
通
し
は
。

平
成
25
年
度
決
算
で
経
常
収

支
比
率
96
・
６
㌫
、
実
質
公
債
費

比
率
22
・
５
㌫
で
高
い
水
準
に
あ

り
ま
す
が
、
償
還
額
と
新
規
の
借

り
入
れ
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が

ら
財
政
運
営
を
進
め
て
お
り
、
今

後
数
年
間
は
指
標
の
高
止
ま
り
が

続
く
が
そ
の
後
は
改
善
に
向
か
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

交
流
人
口
増
加
、
定
住
・
人

口
減
少
対
策
へ
の
取
り
組
み
は
。

交
流
人
口
を
増
や
す
た
め
に

は
既
存
の
観
光
資
源
だ
け
で
は
な

く
、
松
の
湯
交
流
館
な
ど
の
観
光

拠
点
と
小
さ
な
ま
ち
か
ど
博
物
館

の
よ
う
な
点
在
す
る
魅
力
ス
ポ
ッ

ト
を
有
機
的
に
連
動
さ
せ
、回
遊
、

滞
留
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、

交
流
人
口
を
増
や
す
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

融
雪
溝
整
備
状
況
と
今
後
の

計
画
は
。

計
画
に
沿
っ
て
整
備
し
て
い

き
ま
す
。
夢
と
し
て
は
、
市
内
全

域
に
整
備
し
た
い
と
い
う
思
い
で

す
が
、
問
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。介

護
保
険
料
は
、
一
般
会
計

か
ら
繰
り
入
れ
す
れ
ば
、
そ
ん
な

に
上
げ
な
く
て
も
い
い
の
で
は
。

一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
の

繰
り
入
れ
は
公
的
に
は
問
題
あ
り

ま
す
が
、
現
状
で
は
罰
則
規
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。
法
定
外
繰
り
入
れ

し
な
く
て
も
、
県
内
10
市
中
で
安

い
設
定
を
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
医
療
費
は
、
国
が

助
成
し
な
い
中
で
も
、
県
内
で
６

割
近
い
市
町
村
が
中
学
生
以
上

の
無
料
化
を
実
施
し
て
い
る
。

子
育
て
支
援
策
と
し
て
現
行
の

就
学
前
ま
で
か
ら
対
象
を
広
げ

る
べ
き
。

財
政
状
況
が
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
国
の
制
度
と
し
て
実
施
し
て

い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
て
い
ま
す
。

家
庭
用
ゴ
ミ
袋
が
県
内
一
高

い
。
市
民
の
要
望
も
多
い
。
ゴ
ミ

袋
の
値
段
を
下
げ
る
べ
き
で
は
。

あ
く
ま
で
も
財
政
で
は
な

く
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。
い
か
に
意
識
を
高
め

て
い
く
か
の
手
段
で
も
あ
り
ま
す
。

黒 石 市 議 会 だ よ り 平成27年７月１日（8）

編
集
後
記

黒
石
市
議
会
は
４
月
の
改
選

を
受
け
、
新
た
な
陣
容
で
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
と
行
政
、
議
会

が
相
互
に
理
解
し
あ
え
る
努
力

を
続
け
な
が
ら
少
子
高
齢
化
の

厳
し
い
時
代
に
希
望
を
持
っ
て

頂
け
る
よ
う
に
努
め
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
為
に
も

市
民
の
皆
様
が
議
会
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
議
会
に
対

し
て
の
ご
意
見
を
寄
せ
て
い
た

だ
く
一
助
に
な
れ
ば
と
の
思
い

で
黒
石
市
議
会
だ
よ
り
の
編
集
、

発
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
今
後
と
も
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

工
藤

俊
広

議
会

だ
よ
り

編
集

特
別

委
員

会

委
員
長

工
藤

俊
広

副
委
員
長

大
久
保
朝
泰

委

員

工
藤

和
子

委

員

髙
橋
美
紀
子

委

員

今

大
介

委

員

三
上

廣
大

お
問

い
合

わ
せ
先

黒
石
市
議
会
事
務
局

〒
０
３
６
―
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３
９
６

黒
石
市
大
字
市
ノ
町
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番
地
１
号

電

話
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１
７
２
―
52
―
２
１
２
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
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１
７
２
―
53
―
７
４
１
０

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

工
藤

俊
広
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

北
山

一
衛
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

日
本
共
産
党

工
藤

禎
子
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

黒石市中央スポーツ館 59.48 59.88 59.70
東公民館 61.49 67.01 64.51
黒石市西部地区センター 63.29 63.27 63.28
大町会館 59.35 61.24 60.40
中郷小学校 59.74 62.21 61.13
黒石市老人福祉センター 60.51 61.22 60.90
野際集会所 51.78 56.37 54.31
あけぼの保育園 57.00 63.31 60.39
中郷公民館 68.50 71.49 70.11
六郷公民館(六宝館) 73.47 67.16 70.06
上十川公民館 75.74 73.45 74.52

計 64.95 66.37 65.72

投 票 所 投票率（％）
男 女 計

厚目内多目的集会所 75.00 92.59 84.31
大川原温泉会館ふくじゅ草 85.07 86.08 85.62
山形公民館 78.87 80.07 79.50
上下山形農業改善センター 74.06 73.37 73.71
牡丹平公民館 72.28 72.25 72.26
浅瀬石公民館 77.61 77.99 77.82
追子野木小学校 60.29 61.37 60.87
柵ノ木会館 61.52 62.32 61.96
黒石市産業会館 70.77 71.67 71.28

黒石市議会議員選挙（４月26日投票）投票率


